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良い」の回答率× 1＋「学生時代のイメージよりやや良い」の回答率× 1 / 2 ）－（「学生時代
のイメージよりずっと悪い」の回答率× 1＋「学生時代のイメージよりやや悪い」の回答率×























































































































































































































 3 ）伊藤重男（2015）「若手社会人の早期離職についての要因分析」『四天王寺大学紀要』第59号,pp307 ～
332。
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